
「障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを

踏まえた学びの充実に向けて～」

情緒障がいのある子供に対する特別な指導内容
令和４年度（2022年度）自閉症・情緒障がい教育室

自閉症・情緒障がい教育

参考資料

第４号

本道における自閉症・情緒障がい教育の充実を目指し、教員の指導力の向上を図るため、参考と
なる資料を作成しました。今号と次号で、情緒障がいのある子供に対する義務教育段階における特
別な指導内容等について、５つの参考例を紹介します。

１ 情緒の安定に関すること

３ 非言語的なコミュニケーションの表出に関すること

・身振り、指さし等の意思表示による非言語的なコ
ミュニケーションを積極的に認めて受け止めるよ
うにすること
・発表する場面で、黒板やタブレットに書くことな
どの配慮を行うこと
・子供が、どのような支援や配慮があると落ち着い
て活動ができるかということを相談できるように
すること

が大切です。

２ 状況の理解と変化への対応に関すること

対人関係にストレスを感じ
る子供に対しては、どのよう
なことに留意して指導に当た
ると良いですか？

場所や場面が変化する
ことにより、心理的に圧
迫を受けて緊張が高まる
ことで適切な言動ができ
なくなる子供に対しては、
どのようなことに留意し
て指導に当たると良いで
すか？

・安心して参加できる集団の構成や活動の内容等の
工夫をすることや、教師が一緒に活動をすること
・対話的な学習を進める際には，選択肢の提示や筆談
など様々な学習方法を認め、情緒の安定を図りなが
ら、他者とのやりとりができる場面を増やしていく
こと
・子供が、見通しをもちやすくするために、スケジュー
ル等を視覚的な手掛かりとして提示したり、事前に
予告したりするなどして、徐々に慣れるよう指導す
ること

が大切です。

言語表出によるコミュニケー
ションに困難のある子供に対し
ては、どのようなことに留意し
て指導に当たると良いですか？

・子供が、身振りやうなずきなどによって意思を
表すことができる場面を用意すること
・子供が、自分から意思を表出したり、指さしや
カードを選ぶなどの非言語的コミュニケーショ
ンをしようとしたりすることができるよう指導
すること

が大切です。
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第２号、第３号には、自閉症のあ

る子供に対する特別な指導内容

等について掲載しています。

第１号には、令和２年度の重点研究から、自閉症・

情緒障がい特別支援学級における教育課程や指

導の在り方についての参考例を掲載しています。


